
1987年出上の木簡

愛
知
・
岩
倉
城
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
岩
倉
市
下
本
町
宇
城
跡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
一
月
を
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
ケ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
平
野
　
清

・
平
田
睦
美

・
松
原
隆
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
、
古
墳
時
代
中
期
、
室
町
時
代
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

岩
倉
城
は
、
織
田
信
長
の
居
城
清
須
城
の
北
北
東
約
八
血
に
位
置
し
、
五
条

川
右
岸
の
標
高
約

一
〇
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。
県
道
が
岩
倉
城
本
丸

跡
の
北
部
を
東
西
に
横
切
る
た

め
に
事
前
発
掘
調
査
を
実
施
し

た
。
発
掘
調
査
で
は
掘
立
柱
建

物

・
土
羨

・
濤
等
を
検
出
し
た
。

内
堀
と
推
定
さ
れ
る
幅
約
六
ｍ
、

深
さ
約
二
ｍ
の
濤
か
ら
、
土
師

質
皿
、
瀬
戸

・
美
濃
系
陶
器
、

中
国
陶
磁
、
木
製
品
、
竹
製
品

等
が
多
数
出
土
し
た
。
木
簡
は

二
点
と
も
こ
の
濤
の
最
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
な
お
城
跡
の
下
層
で
は
方
墳
や

弥
生
後
期
の
住
居
跡
を
確
認
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
×
ヽ
誦
鬼
急

々
如
律
令
攀
」
　

　

　

　

　

　

�μ受
�露
μ
Φ盟

「
×
」
は
以
点
も
し
く
は
水
点
、
次
は
梵
字
で

ゴ
ｐ
・Ｂ

、
そ
の
下
は
符
篠
、

「急
々
如
律
令
」
は
呪
句
、
「韓
」
は
四
縦
五
横
で

「臨
兵
闘
者
皆
陳
烈
在
前
」

の
九
字
を
意
味
す
る
。
符
篠
に
申
で
な
く
甲
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
病
気

祓
い
の
呪
符
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

②

　

「
×
□
誦
□

×
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｃ

く
∞
溢

ｏぉ

以
点
の
下
は
梵
字

こ

欝
・Ｂ
、
符
纂

「誦
」
の
次
は

「尾
」
の
可
能
性
が
大
き

い
。
①
と
同
じ
く
、
病
気
祓
い
の
た
め
の
呪
符
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

釈
文

・
内
容
に
つ
い
て
、
奈
良
大
学
水
野
正
好
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

加
藤
優
の
両
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

（松
原
隆
治
）

(名古屋北部)
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